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子ともの権利条約フォーラム Z 0 0 3 in かわにし レポ」ト 日次

■子 どもの権利 条約 フォー ラム 2003 in かわに し写真集

■子 どもの権利 条約 フォー ラム 2003 in かわに しについて

子 どもの権利 条約 フォー ラム 2003 in かわに し 実行委員会委員長 上杉 孝資 （龍谷 大学）

■子 どもの権利条約 批准 10 年 と 日本の子 ども

一子 どもの権利 条約 フォー ラム と子 ども参加 の足跡 一

書多 明人 （早稲田大学）

■12 月 7 日 （十） 全体会

口全体会 パー ト 1 「各 地 の子 どもた ちか らの報 告 」

□全 体会 パー ト2 子 ども とお となの対 話 と交流

■ 12 月 8 日

□第 1 分科会

□第 2 分科会

口第 3 分科会

口第 4 分科会

□第 5 分科会

□第 6 分科会

□第 7 分科会

□第 8 分科会

口第 9 分科会

□第 10 分科会

□第 11 分科会

口第 12 分科会

□第 13 分科会

□第 14 分科会

口第 15 分科会

□第 16 分科会

（ 日） 分科会

新聞 か ら読 み解 く子 ども像 ～お となか ら見 た子 ど も・子 どもか ら見 たお とな ～（担 当 ：E F C ）

座談 会 「不 登校 の子 どもた ち と ともに」（担 当 ：「ういん ぐ」）

ジェン ダー つて な あに ？ （担 当 ：S E A N ）

映画 「ア リサ ー ヒ トか ら人 間 への記 録 」 ＆意 見交換 （担 当 ：兵庫 映画 セ ンター ）

「児童労働」つて何 ？（担当 ：国際子 ども権利セ ンター）

戦争で幸せ になる人はいない ～子 どもたちの叫び～ （担当 ：かわに し平和キッズ）

日本 で暮 らす外 国籍 の 子 ど もた ち の今 （担 当 ：多文 化共 生セ ンター ひ ょ うご）

「子 ど もの 権利 条約 」入 門 ワー ク シ ョ ップ （担 当 ：子 どもの権利 条約 ネ ッ トワー ク）

ワー クシ ョップ 「子 どもた ちの本 音 ・お とな た ちの言 い 分」（担 当 ：川 西川 辺教 育セ ンター ）

子 どもがつ くる 「しや べ り場 」（担 当 ：川 西子 ど もの人権 ネ ッ トワー ク）

子 どもの活動 を支援 す る人 ☆語 り合お う ！（担 当 ：北 摂子 ど も文化 協 会）

人権の視点か ら思春期の生 と性を考える（担当 ：みのお C A P ）

非 暴 力 ア クシ ョン ワー クシ ョップ （担 当 ：女性 と子 ど ものエ ンパ ワメ ン ト関 西）

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲ ー ム ワ ー ク シ ョ ッ プ （担 当 ：O E P ）

親が変わる・教師が変わる、それが出発点 （担当 ：子 どもの人権 を考 えるグループ・モモ）

子 ど もの SOS を受 け止 める・ 支援 で きる社会 を （担 当 ：子 ども情 報研 究セ ンター）

■参加者 か らの感想

■実行委 員会 メンバー か らの感想

■全体会準備 のプ ロセ スで学 んだ子 ども参加支援 浜 田 進士 （子 どもの人権 ファシ リテ一 夕ー）

■「子 どもの権利条約 フォー ラム2003 in かわに し」の事務局体験記

子 どもの権利条約 フォー ラム2003 in かわに し 実行委員会事務局長 澤 田 裕子

■賛同人・賛 同団体・ 協賛団体 一一覧

ページ

1

5

1 2

1 8

29

32

33

36

3 7

3 9

4 1

4 2

4 3

4 5

4 7

5 1

5 3

5 5

6
8

0
5
9
3

5
5

6
6
6
7

7 7











「 子どもの権利条約フォーラム2 0 0 3 in かわにし」について

子 どもの権利 条約 フォー ラム 2003 in かわに し 実行委員会

実行委員長 上杉 孝賓（龍谷大学）

「子 どもの権利に関す る条約」が批准 されてか ら 10 年 目

にあたる年 に、第 11 回 「子 どもの権利条約 フォー ラム」

を川西 で開 くこ とがで きた こ とは、大 きな意 味 が あっ た。

川西は、全 国に先駆けて子 どもの人権オンプズパー ソン

を条例 に基づいて発足 させ た自治体 であ り、国連 レベル

でもそのことが評価 されているが、各地 との連携を図 り

なが らその発展を期さなけれ ばな らない段階にある。 こ

の全国規模の集会を、20団体から成る実行委員会の主催、

川西市・川西市教育委員会の共催、50 を超 える機関・団体の後援で開き、多数の参加を得て、交流に

大きな成果 があった。特に子 どもたちが積極的 に運 営に関わ り、意 見を表明 し、協同の輪を広げたこ

とに、明るい明 日を展望す ることができた。 しか し国内外の情勢には厳 しい ものがあ り、子 どもの未

来を保障するためにも、平和 と人権 の確立 に向けて、

らさな けれ ばな らない ので あ る。

受付の様子です→

－5－

この集会の成果 を発信 し、さらに広が りをもた

←1 日目全体会の会場 です



子どもの権 利条約 批准 10 年 と 日本 の子 ども

一子 どもの権利条約 フォーラムと子 ども参加の足跡一

書 多 明人 （早稲 田大学）

はじめに “実践 と普及 ‘‘を車 の両輪 と して展開

「日本 では、1994 年に批准 した子 どもの権利条約 が風化 し始めているのではないか。もっと条約の

普及 と学習 に力 をいれてほ しい。」

この問題提起は、堂本暁子千葉県知事が、200 2年秋に、1000 人 を超える参加者で盛況であった子

どもの権利条約 フォーラム †N 千葉の全体会 で述べたものだ。子 どもの権利条約 が批准され て 10 年近

く経 ったが、条約の実施 、実現 のための実践が深め られつつ ある一方で、深 めるだけではいけない、

とい う警鐘であった。 それだけでは孤立 して しま うこと、その広が りの停滞 、条約 を受 け とめきれな

い日本社会における土壌の脆弱 さをきび しく問い直 された思いであった。

日本社会は、国連・子 どもの権利委員会の指摘 （今年 1 月の勧告） を待つまで もなく、子どもの社

会参加や権利行使を妨 げる「伝統的態度」－「お となが… してやる」的保護主義、「お となが描 く子 ど

も像を子どもに押 し付 ける」健全育成的態度な ど－ の壁 がいまだ根強 く支配 し、一時的 に条約が実践

的に受 けいれ られて も、少数固定化 、孤立 して しま う傾 向が顕著に見られる。 このよ うな悩みを抱 え

ているも う一方では、普及中心 のイベン トに対 して、深 めきれない権利認識 の甘さを指摘され ること

も多々 あ った。

実 践 と普及 、 この 一っ の課 題 を ど うこな して い くの カ㌔

このテーマは、毎年フォーラム が悩 んできた問題であ り、お とな側の子 ども NPO、市民グルー プ同

士の実践交流と普及に とどま らず、子 ども同士の実践交流 と普及にお ける実践課題 とな りつつある。

今 回は、このよ うな課題意識を念頭 におきなが ら、 1993 年初開催以来の 12年間のフォー ラムの歩

みを、子 ども参加 と支援の動きを軸に置いてみてお くことに したい。

子どもの権利条約 の批准め ざ して子 どもの声 を国会 に

－ 「子ども公聴会」開かれる

1993 年 I1 月、子 どもの権利条約 フォー ラム （TN東京・第 1 回）の全体会の中心は、「子 ども公 聴

会」であった。子 ども側か らは、林香織 （当時 15 歳、敬称略以下同 じ）、長谷川武宏 （環境 を考 える

会代表）、松橋静香 （子 どもの人権埼玉ネ ッ ト）、宗銘柿 （ベ トナム難民の子 ども）、津 田彩樹子 （地球

子ども会議議長）の 5 人、お とな側 からは、国会議員、外務省人権難民課、学会、法曹界の代表が出

ー6 一



席した。子 どもの権利条約ネ ッ トワー クの若者、菅源太郎・水永啓子 2 人の進行の下で、幸に子 ども

の声を国会議員や外務省が聴く形で討論会が進められた。

おそ らくは、国連子 どもの権利条約の批准に向けて公聴会の形で交流が もてた ことは、子 ども参加

の歴史か らみて も画期的な ことであったと思われる。

日本 における子 どもの権利条約の批准をめぐっては、199 2 年 2 月 定以来、1994 年 3 月に国

会で条約批准承認案件 が承認 され るまでの 2 年間、残念なが ら国会では “お とな社会最優先”“子 ども

後回し”の状況で、廃案、 どを く りか え して 、た な ざ ら し状 態が 続 く と ともに、 日本 の子

どもたちが意見表明す る機会 も結局保障 され てこなかった。 当時参考人 として保坂展人氏が呼ばれた

際に、子どもの声をテープ で国会 に流すのがせいいっぱい とい う状況であった。

こ うした状況下で、フォー ラム実行委員会では、子 どもが市民 として尊重 され、意見表明権や表現

の自由な どの市民的権利を保障す る条約を国会で審議す る承認案件 に、子 ども自身 が意 見表明できな

いことはおか しいのではないか。その ような思いをもって、「子 ども公聴会」が実施されたのであった。

ただ し、この条約批准 とい う国策へ の子 どもの意見表明 とい う活動 と発想 は、その後フォー ラムの交

流中心 の方針のもとで必ず しも生か されないまま今 日に至っている。フォー ラムの活動 を通 して、子

どもが意見表明 、社会参加 しは じめたときに、これを支える市民 N PO と しての役割が問われてい くも

のと思われる。

2 子 どもによる子どもの権利条約の普及

1994 年の フォーラム （TN東京・第 2 回）では、ついに子 どもの権利 条約が 日本で批准 され 、それ

を前提に条約の実行 とい う趣旨から、子 ども同士の実践・意見交流 の場 として 「子 どもアクシ ョン広

場」が設置 された。

＜ ア クシ ョン広 場は じま る＞

子 どもの権利条約ネ ッ トワークの若者、勝本浩司・和 田洋子・ 水永啓子 3 人の企画・進 行の 下で、

12 にのぼる子 どもグループ、 60 人以上 の子 どもたちが参加 した。

集 まったグループは、SBM（Students of our better wor ld）、子 どもの権利条約実行委員会（大阪）、

「子 どもの権利条約 」を広める十代の会 （北海道）、JHC （ジュニア・ハイス クール・ コミュニテ ィー

＝学校に不満をもっている中学生の会、大 阪）、生徒人権プロジェク ト（千葉）、ディサイ ド（東京）、

ちびす けラン ド共和国中学生 リーダーズ倶楽部 「トーキングキッズ j（青森）、ヒューマンボイス （長

野）、ユー ス・ エンデ ィング・ ハンガーな ど。

企画担当側が事前にグループ紹介 冊子を編集 してお り、 これ をもとに各 グループが活動紹介 し交流

するとい うものであった，交流会では、青森の子 どもたちによる「ねぶたばや しI が披露 されるな ど

文化的 な交流 も始まったっ文化交流 では、 1996 年 のフォー ラム IN 大阪での第 4 回子 どもアクシ ョン

ー7 巾



広場において、大阪市鶴見橋中学校朝鮮問題研究会の生徒たちの民族音楽の披露があり青空交流 （公

園で実施）も進んだ）

フォーラムの前半期は、このころの フォー ラム企画 に象徴 されるよ うに普及 、広報活動 に重きが置

かれ て いた とい っ て よし㌔ 1994 年 フ ォー ラム の 「子 どもの権利 条約 ワイ ワイ コンテ ス ト（広 報 コ ンテ

スト）」はその 典型であ る。 このコンテス トで、「子 どもの権利条約 」を広める十代の会 （北海道）が

すてきなポ スターなどで入賞 し、表彰 された。 また、青森の ちびすけラン ド共和国が街頭アンケー ト

活動 をす るな ど条約の広報活動 に注 目が集 まった。

＜ 子 どもが発信するメディアグルー プの展開＞

上記のよ うな子 どもによる子 どもの権利条約 の普及 活動の進展は、子 ども独 自のメディアでの情報

発信 とい う活動 へ 向か うこ とに もな った。

その ような動きは、 1995 年 フ ォーラムに参加 した 「けい じばん ？」に始ま り、大阪・ EFC （2000 群

馬、2001 青森）、千葉・ ウエ ツブ桜 （2002 千葉）な どが続 く。

これ に当時アメ リカに本部 を置 くチル ドレンズ・エ クスプレス（1999 東 京、2000 群馬）も加 わ り、「子

どもによる メデ ィア参加 と情報発信」が子 どもの意 見表明・参加の表舞台に登場 してきた といってよ

い。

子ど も とお とな との パ ー トナ ー シ ッ プ、 子 ど も同 士 の 関 係 づ く り

＜ 子 どもとおとなの関係 を模索＞

1995 年の フォーラム （TN 東京・第 3 回）では、「子 どもとおとなの対等な人間関係 を築 くには」と

題して、第 3 回の 「子 どもアクシ ョンひ ろば」が開催 された。 コーデ ィネーターは、林大介・要友紀

子・勝本浩司・佐藤記子・高橋亮平・水永啓子の 6 人の若者 たち。ワークシ ョップ方式を取 り入れて、

子どもとお となが車座 で討論 し、子 どもとお となはわか りあえるかで激論 となった。討論 のテーマは、

「子 どもの権利 ・ 人権 とは何 か －ど うい うときにお とな と衝 突す る机 、「子 ども とは どの よ うな 存在

か－ ど うい うときに子 どもを実感 す るか 」、「子 ども とお とな の違 い － ど うい うとき に限 界・ 壁 を 実感

するか」、子 どもとお となの距離感 一 限界・壁を どう乗 り越 えるか＿J の 4 つ。

このよ うな子 どもとお となの関係 を問 う企画のほか、子 ども同士の実践交流 も始 まった。 1996 年 の

フォーラム TN 大阪 （第 4 回）では、第 4 回 の「子 どもアクシ ョン広場」が開催 されて子 ども同士の交

涜も進 んだ。 コーディネーター は、辻井悠・辺見緑 の 2 人の若者。

参加 した子 どもグループは、福岡子 ども会議、ユア・ ボイス、．THC、青森ちびすけ共和国 リーダーズ

倶楽部 「トー キングキ ッズ」、大阪府豊中市立第 Il中学校生徒会、ティー ンズメ ッセージ from はらっ

ば、長 野ヒューマ ンボイス、大阪高校生平和ゼ ミナール の 8 つ。

討論テーマは、「校則問題（豊中十一中生徒会の参加・校則改善運動など）」、「不登校」、「条約の広報

と子 ども参加」、「友情 と恋愛 l まで及んだ。

－8－



＜ すすむ国際交流＞

19 9 9 フォー ラム IN 東 京 （第 7 回 ） で は、 ア メ リカ、 フ ィ リピン の子 どもた ち との交 流 もな され 、

子どもの権利 条約採択 10 周年 で交流の輪を広げることができた。「子どもア クシ ョン広場」 も 5 回 目

とな り、 山 さんの進行の もとで、大阪 自由学校 、川崎 「子 ども・夢・共和国 」、川西市子 ども

の人権 フォー ラム、子 どもの権利条約ネ ッ トワーク、東京 シュー レ、チル ドレンズ・エクスプ レス（CE）、

ナマスカーラ、フリー・ザ・ チル ドレン・ ジャパン （FTCJ）、福 岡子 ども会議な ど9 グループ、80 人

が参加 した。

子ども同士の経験交流、「権利」 をめ ぐる意見交流の広が り

＜ 子どもの権利行使経験の交流＞

フォー ラムでは、全体 として初期 の条約普及、啓発の流れか ら市民相互の実践交流へ とすすんでい

った。それ は子 どもも例外ではない。

千葉で「生徒人権宣言」を掲げた、千葉・生徒人権プロジェク トの活動（1994東京）や 、校則問題の

取り組みを紹介 した大阪・ ∬C（学校不に不満のある子 ども（中学生）の会）の活動 な どがきわだって

いた。 とくに普及中心 の活動 をしていたグループか らは 「す ごい」 の声があがっていた。子 ども同士

の実践交流は、 とか く各地域、学校 で孤立 しがちな子 どもへの支援 につながるとともに、子 ども同士

の刺激 しあいによる「権利行使」的参加 への高ま りを示 していた と思われる。それは、200 3 フォー ラ

ム川西の子 ども交流全体会 でも、千葉のウェイブ桜 の若者が活動費 を自分たちの冊子販売な どで稼い

でいるとの発言 をして、「お となの経済的支援 で活動するのが当た り前」とい う子 どもたちの風潮に

石を投 じていた。

＜ 権利 と義務は対 ？＞

経験差、ひっくるめて 云えば生活 している人権土壌 の違 いは、子 ども同士の 「権利」認識の差にな

って現れ、思わぬ緊張関係 を牛むことにもなった。

それが表面化 したのは 2000 フォーラム IN 群馬 （第 8 回）である。 群馬県内の子 ども劇 場の子 ども

たちが企画運営 にあたった子 どもア クシ ョン広場 （6 回）で、「権利 と義務」をめぐって若者同士で激

論が交わされた。

「2000 年 の高崎市のフォー ラムのアクシ ョン広場では、子 どもの権利のワー クシ ョップがあった。

権利 に は義 務 を伴 うとい う議論 の中 で、『こんな ワー ク シ ョップ は で きない』 と数 名 の子 どもた ちが 、

途中で進行役の子 どもたちに抗議を した。抗議にも関わ らず ワークショップは続行 され 、数名の子 ど

もた ちは退 出した。」（黒河 内政行 「フォー ラム参加 を拒 まれた子 どもたち」『月刊オル タ』 2002 年 4

月号）
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伝 え聞 いた と ころに よ る と、 この ワー ク シ ョップ は権 利 と義 務 が 対で あ る とい う前提 で、権 利 と見

合う義務を考えてい くア クテ ィビティであ り、その事例集について問題視す る人もいた。

この点について、企画運営に当たった高校生 は次の ように振 り返 っている。

「私たちすっか り権利 と義務 は表裏一体 の ものであると思い込んでいて、それ を前提 として説 明や

進行 をしていま したが、必ず しも権利 と義務は対応 していない と考 える方も少なか らずい らっしやつ

て、そ うい う意見 も汲んだ話 し合 いをすることができた らよかったのだ と思います。（子 どもの権利条

約フォー ラム 2000IN 群馬 『報告集 』 7 貢よ り）

多様 な 「権利認識」の土壌 のなかでの子 ども同士の全国交流 の難 しさを感 じさせ る場面であった。

青森の場合 も例外ではない。子 ども参加 ホ ップ・ステ ップ・ジャンプ「子 どもア クシ ョン広場」（ 7 回）

が青森 の 4 人の学生た ちたちの進行 に より、NPO 佐倉子 どもステー シ ョン、肝 C （Ever Freedom for

c hildren）、干菓子供の権利条例を実現する会、ライツ （R ights 選挙権年齢引き下げなど若者の政治

参加を 目指す）、WAVE 桜編集局 （佐倉の子 ども情報誌）、子 どもの声を国連に届ける会のグループ交流

で進め られたが 、残念なが ら地元のグループの参加 がなかった。「活動 している子 どもたちの学校で、

教師がホームルームで 「子 どもの権利フォー ラムなんかに参加 した ら、その後は どうなるかわかって

いるのか）先生 も参加す るか らな」 と云った とい う。子 どもたちは 「教師が来て監視 され ていた ら発

言で きない」 と参加 しなかった とい う。（黒河内政行・ 前掲誌）

5 フォーラム企画への子 どもの参加、権利行使

一子 どもが フォー ラム を乗 っ取 る日はいつ？

子 どもに とっては、フォーラム自体も権利行使の経験 の場である。 とくにフォーラムの企画につい

ては、子 どもの参加、あるいは権利行使 といって よい場面 もみ られた。

199 7 フォー ラム TN 神奈川 （第 5 回）では、 4 回 目をむかえた 「子 どもアクシ ョン広場」の企画運

営を子 どもがや り遂げた。そ こでは、子 ども 8 人 （「けい じばん？」「川崎・子 ども・夢・共和国」）が

企画運営に当た り、子 ども参加活動の交流 とグループ対話がな された。 8 グループ とは、福岡子 ども

会議 、青森ちびす け共和国 リーダーズ倶楽部 「トーキングキ ッズ J、東京シュー レ、私服通学 を してい

る子 どもグループ、川 西市子どもの人権フォーラム、川崎市立桜本中学校生徒、けい じばん ？、あそ

びのペー ジで ある。

翌年の 1998 フォー ラム IN 福岡 （第 6 回）では、のべ約 300 人のこどもたちの一般参加 があ り、子

ども自身による、「子 どもの権利条約九州バージ ョンj と「子 どもの人権 宣言 lの発表 な どが注 目され、

好評だ ったが、二日目の分科会でつ まずいた）

分科会 の企画運営、た とえば報告者や司会 な ど、ほ とん どがお とな中心で あり、子 どもたちの参加

に対応できない分科会が続 出 した、分科会 と分科会 を挟 む廊下 には、居場所のない子 どもたちでごっ

た返 した。その 日の閉会総会では、子 どもたちの抗議が集 中す ることになった。
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2002 フォーラム †N 千葉（第 10 回）では、文字通 り、「お となにばか り任 せていいのか ！？」（堂本

知事 と若者 の対 談）がテーマ とな り、子 どもの企画運営 を軸に した フォー ラムが全開 した。子 どもの

表現大交流会 （Tt’s theHyogen）、子ども企画の分科会「初めの一歩一子ども社会参加に向けてj

（報告者 三神尊志・ライツ、吉田要介・千葉生徒会連盟初代代表）などユニークな企画が立てられ

ていった。

ついに、福岡 で子 どもたちの抗議が殺到 した閉会集会そのものを子 どもが “乗っ取る”企画 となっ

た。

「しめない、ま とめない、おわ らない」閉会全体会 の企 画について、担 当した若者は こ う締 めくくっ

ている。

「終わ りの全体会を担当するにあたって、俺 らがまず考えたことは、それは‥フ ォー ラムの終わ り

の全体会は非常につま らなかったことだ。子 どもについてのフォー ラムのくせに、お となが分科会の

報告を長々 と話 しているだけで、正直なにもお も しろいこ とがなかった。だいたいか らして 、口で説

明しただけでその場の様子 、雰囲気 が伝わ るとは思えなかった。お となの口から「子 どもがみんな牛

き生きとして…」なんていわれたって、いまいち現実味 を感 じられ ない。で も、子 どもの口か ら「楽

しかった」 つて言われたら、本人の言 うこ となのだからこれ以上 リアル な返答はないだろ う。そ うい

うわ けで、 各分 科会 の発 表 よ りも、子 どもに話 させ た ほ うが面 白 くな るだ ろ うと思 い、 会場 の子 ども

に感想を聞いてみることに した。」（子 どもの権利条約フォー ラム IN ちば『記録報告集』42 頁 よ り）

パン フ レッ トな ど も展 示 しま した→
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←10 年の歴史をパネルにして展示 しま した




